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(57)【要約】
【課題】本願発明は、パネルが「オフ」の状態にあると
き、そして「オン」の状態にあるときの両方で、向上し
た外観を有している発光パネルを提供する。
【解決手段】発光パネル（１０）は、少なくとも２つの
並置されたＯＬＥＤ装置（５）を含んでおり、ＯＬＥＤ
装置は、発光パネルの前面を形成し、そして中間の区域
（Ｓ７）によって分離された２つの発光区域（Ｓ５）を
規定する。パネル（１０）は、発光性の接合形成手段を
更に含み、それが、２つのＯＬＥＤ装置（５）が「オン
」の状態にある場合に、中間の区域（Ｓ７）と２つの発
光区域（Ｓ５）との間の視覚による連続性を確実にし、
発光性の接合形成手段は、パネル（１０）の前面の後ろ
、または同一平面に配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光パネルの前面（１０Ａ）を形成し、かつ中間の区域（Ｓ７）によって分離された２
つの発光区域（Ｓ５）を規定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５，５’
）を含んでなる発光パネルであって、該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状
態である場合に、該中間の区域（Ｓ７）および該２つの発光区域（Ｓ５）の間の視覚によ
る連続性を確実にする発光性の接合形成手段（８，９；１８，１９；２５，２８，２９）
を含み、該発光性の接合形成手段が、該発光パネル（１０）の該前面（１０Ａ）の後ろも
しくは同一平面に配置された、発光パネル。
【請求項２】
　それぞれのＯＬＥＤ装置（５，５’）が、建築物壁の構造的要素、特には、壁または天
井（４，４’）の被覆パネルに結合されている、請求項１記載の発光パネル。
【請求項３】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ｕ’、ｖ’）
色座標系で表された輝度の相対的な差異（ΔＬ／Ｌｍ）が１０％未満、好ましくは５%未
満、更に好ましくは１％未満である、請求項１または２記載の発光パネル。
【請求項４】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）の（ｕ’，ｖ’）色座標が、前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれの（ｕ’，
ｖ’）色座標を中心とするマクアダム楕円の内側にある、請求項１～３のいずれか１項記
載の発光パネル。
【請求項５】
　前記中間の区域（Ｓ７）が、前記発光区域（Ｓ５）の隣接する端部（５１）に垂直に測
定した、２ｃｍ以下、好ましくは１ｃｍ以下、更により好ましくは０．５ｃｍ以下の最大
幅（ｌ）（小文字のＬ）を有する、請求項１～４のいずれか１項記載の発光パネル。
【請求項６】
　前記発光パネルが、前記中間の区域（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）との間に、
前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態である場合に、視覚による連続性
が存在するように、該中間の区域（Ｓ７）の被覆（９，１９，２９）を含む、請求項１～
５のいずれか１項記載の発光パネル。
【請求項７】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態にある場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊、ｂ＊）
色座標系で表された輝度の相対的な差異（ΔＬ／Ｌｍ）が１０％未満、好ましくは５%未
満、更に好ましくは１％未満である、請求項１～６のいずれか１項記載の発光パネル。
【請求項８】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態にある場合に、中間の区域（Ｓ

７）と２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊、ｂ＊）色座標系
で表された色差（ΔＥ）が２未満、好ましくは１未満である、請求項１～７のいずれか１
項記載の発光パネル。
【請求項９】
　前記発光パネルが、支持体（４’）、特には、内壁または天井の被覆パネルを含み、前
記２つのＯＬＥＤ装置（５’）が、該支持体の１つの面（４Ａ）上に並置されている、請
求項１～８のいずれか１項記載の発光パネル。
【請求項１０】
　前記発光パネルが、２つの並置された支持体（４）、特には、内壁もしくは天井の２つ
の被覆パネルを含み、それぞれの支持体が、前記２つのＯＬＥＤ装置（５）の１つで被覆
されている、請求項１～９のいずれか１項記載の発光パネル。
【請求項１１】
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　前記発光性の接合形成手段が、骨組み要素（２０）に固定され、ＯＬＥＤ装置支持体（
４）の１つもしくはそれぞれを、支持構造体（１００）に固定せしめる、請求項１０記載
の発光パネル。
【請求項１２】
　前記発光性の接合形成手段が、前記中間の区域（Ｓ７）中に、または前記中間の区域（
Ｓ７）の後ろに配置された、発光細片（１８）を含む、請求項１～１１のいずれか１項記
載の発光パネル。
【請求項１３】
　前記発光性の接合形成手段が、光源（５、２５）によって放射された光を、前記中間の
区域（Ｓ７）の前方に向けて散乱するための、散乱手段（８，２８）を含む、請求項１～
１１のいずれか１項記載の発光パネル。
【請求項１４】
　前記光源が、前記２つのＯＬＥＤ装置（５）の少なくとも一方、該ＯＬＥＤ装置（５）
によって放射された光を、前記中間の区域（Ｓ７）の前方に向かって、方向を変えるため
のリダイレクト要素（８，４４）を含む散乱手段、を含む、請求項１３記載の発光パネル
。
【請求項１５】
　前記リダイレクト要素（８，４４）が、前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに、前記ＯＬＥ
Ｄ装置（５）の１つの端部（５１）に面して、配置されている少なくとも１つの反射表面
（８２，８３）を含む、請求項１４記載の発光パネル。
【請求項１６】
　前記リダイレクト要素（８）が、前記２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５）の２つの隣
接する端部（５１）の間の前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに配置されたプリズムであり、
該プリズムの第１の反射表面（８２）が、前記ＯＬＥＤ装置の一方の、端部（５１）に面
しており、一方で、前記プリズムの第２の反射表面（８３）が、前記ＯＬＥＤ装置の他方
の、端部（５１）に面している、請求項１５記載の発光パネル。
【請求項１７】
　前記リダイレクト要素が、前記２つのＯＬＥＤ装置（５）の少なくとも一方の支持体（
４）の機械加工された部分（４４）であり、該機械加工された部分（４４）が、前記反射
表面を形成する、請求項１５記載の発光パネル。
【請求項１８】
　前記光源が、散乱板（２８）の端面に連結された外部光源（２５）であり、該散乱板（
２８）が、前記中間の区域（Ｓ７）の中もしくは前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに配置さ
れており、前記中間の区域の前方に向いている該散乱版の主たる面（２８３）が、前記外
部光源（２５）によって放射された光の少なくとも一部を透過することができる、請求項
１３記載の発光パネル。
【請求項１９】
　前記散乱板（２８）が、その主たる面の１つ（２８３）に、前記外部光源（２５）によ
って放射された光を抽出するためのパターン、特には、スクリーン印刷された抽出パター
ンを含む、請求項１８記載の発光パネル。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか１項記載の発光パネルを含んでなる、建築物壁、特には内壁
もしくは天井。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光パネルおよび、特には壁の構造的要素として、そのような発光パネルを
含む建築物壁に関する。特には、発光パネルは、内壁または天井の被覆パネルとして用い
ることができる。
【背景技術】
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【０００２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を用いて、小型の照明器具をつくることが知られてお
り、このＯＬＥＤは、電気エネルギーを輻射線に変換することができる。ＯＬＥＤ機能性
素子は、表面および裏面電極を形成する２つの導電性の接点の間に挿入された有機発光層
の積み重ねを含む。ＯＬＥＤ機能性素子は、ＯＬＥＤ装置を形成するために、通常は、２
つの、前面および裏面の、保護基材の間に被包されている。発光層の積み重ねによって放
射される輻射線が、ＯＬＥＤ装置の前面を通過して出て行くことを可能にするように、少
なくとも、ＯＬＥＤの表面電極は、そして同様に、第１の保護基材も、透明である。透明
電極は、特には、透明の導電性酸化物（ＴＣＯ）層または透明な金属層に基づくことがで
きる。前面および裏面の保護基材は、特には、剛性もしくは可撓性であるガラスまたは有
機ポリマーで作ることができる。ＯＬＥＤが、剛性の基材ではなく、可撓性のポリマー基
材の間に被包されている、可撓性のＯＬＥＤ装置は、薄く、柔軟であり、そして軽いとい
う利点を有している。
【０００３】
　ＯＬＥＤ装置は、剛性であっても、または可撓性であっても、例えば、接着剤結合によ
って、板の形態をとる支持体と合体されて、発光ボードを形成することができる。この発
光ボードは、支持体を単一のＯＬＥＤ装置で被覆することによって、または、その支持体
上の発光性領域の所望の大きさが、最大の利用可能なＯＬＥＤ装置の大きさを上回る場合
には、複数の並置されたＯＬＥＤ装置で、その支持体を被覆することによって、得ること
ができる。有利には、発光ボードを形成するのに用いられる支持体は、建築物壁の構造的
要素、例えば、内壁または天井の被覆パネルである。それによって、多くの発光ボードを
、内壁または天井の慣用の骨組み機構に配置することによって、壁としての、そして照明
器具としての、二重の役割を演じることができる大きな発光性壁を得ることが可能となる
。
【０００４】
　しかしながら、そのような発光性壁では、２つの並置された発光ボードの間のそれぞれ
の接合区域に、視覚による不連続性が存在し、そこには、２つの被覆パネルの間の間隙を
充填するシステムが、通常は配置される。支持体の１つの面上に複数のＯＬＥＤ装置が並
置されることによって、発光ボードが得られる場合には、支持体上の２つの並置されたＯ
ＬＥＤ装置の間の、それぞれの接合区域においてもまた、視覚による不連続性が存在する
。それらの視覚による不連続性は、特には、その発光性壁が、「オン」状態である場合に
は、光を放射しない、中間の暗い帯の形態をとり、その帯が、発光性壁の外観の品位を落
としてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本願発明が、発光パネル、特には、建築物壁に集積化することを意図した発光パネル、
を提供することによって克服することを意図するものは、それらの欠点であり、それは、
そのパネルが「オフ」の状態にあるとき、そして「オン」の状態にあるときの両方で、向
上した外観を有している。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的のために、本発明の１つの主題は、発光パネルの前面を形成する、少なくとも
２つの並置されたＯＬＥＤ装置を含み、かつ中間の区域によって分離された２つの発光区
域を規定する発光パネルであり、この発光パネルは、２つのＯＬＥＤ装置が「オン」の状
態にある場合に、中間の区域と２つの発光区域との間が視覚による連続性を確実にする、
発光性の接合形成手段を含むことで特徴付けられ、この発光性の接合形成手段は、発光パ
ネルの裏面に配置されているか、または前面と同一平面に配置されている。
【０００７】
　本願発明の関連では、発光パネルの裏面から前面への方向は、ＯＬＥＤ装置の放射方向
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に延びていると規定される。従って、第１の素子から第２の要素への経路が、ＯＬＥＤ装
置の放射方向に延びる成分を有する場合には、第１の要素は、第２の要素の後側に位置し
ている。更には、本願発明の関連では、要素は、発光パネルの前面に対して、２ｍｍ以下
、好ましくは１ｍｍ以下、より好ましくは０．５ｍｍ以下、そして更により好ましくは０
ｍｍの過剰な厚さを有している場合には、発光パネルの前面と同一平面にあると考えられ
る。
【０００８】
　好ましくは、この発光性の接合形成手段は、発光パネルの厚さ内に配置されている。
【０００９】
　有利には、それぞれのＯＬＥＤ装置は、建築物壁、特には、壁もしくは天井の被覆パネ
ル、の構造的要素に結合されており、それによって発光パネルは、壁または天井の、慣用
の骨組み機構に直接に配置することができる。このことが、特に、大きな発光性壁を、容
易に得ることを可能にさせ、それは、壁として、かつ照明器具としての二重の役割を演じ
ることができる。
【００１０】
　本発明の他の利点および随意選択的な特徴によれば、以下の特徴が、単独で、またはい
ずれかの技術的に可能な組み合わせで適用される。
【００１１】
・２つのＯＬＥＤ装置が「オン」の状態にある場合には、中間の区域と２つの発光区域の
それぞれとの間の輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍは、１０％より小さく、好ましくは５％
よりも小さく、更に好ましくは１％よりも小さい。輝度の相対的な差異は、比率ΔＬ／Ｌ

ｍで規定され、ここでΔＬは、与えられた零ではない強度の設定値についての、２つの区
域の間の輝度の平均の差異であり、そしてＬｍは、前記の与えられた強度の設定値につい
てのそれぞれの放射区域の平均の輝度である。「オン」の状態で考慮される平均の輝度は
、ＣＩＥ（Ｌ，ｕ’，ｖ’）色座標系で表される。具体的には、ＣＩＥ（Ｌ，ｕ’，ｖ’
）色座標系は、ＣＩＥ（Ｌ，ｘ，ｙ）色座標系に対して、よりよい均等性の利点を有して
いる。従って、この（Ｌ，ｕ’，ｖ’）系は、２つの一次光源として作用する、「オン」
状態にある２つの区域の間の色差を評価するのに、より好適である。
【００１２】
・２つのＯＬＥＤ装置が、「オン」の状態にある場合には、中間の区域の（ｕ’，ｖ’）
色座標は、２つの発光区域のそれぞれの（ｕ’，ｖ’）色座標を中心とするマクアダム楕
円の内側にある。マクアダム楕円の使用は、「オン」の状態にある２つの色の間の知覚で
きる差異を評価するのに適切である。それらの楕円の方程式は、ｄｓ２＝ｇ１１Δｕ’２

＋２ｇ１２Δｕ’Δｖ’＋ｇ２２Δｖ’２の形をとり、ここでパラメータｇ１１、ｇ１２

およびｇ２２は、マクアダムの初期の研究の結果（J. Opt. Soc. Am.、32、247-274、194
2および、J. Opt. Soc. Am.、39、808-834、1949）を適用することによって、慣用の方法
で定められる。
【００１３】
・発光区域の隣接する端部に垂直に測定された、この中間の区域の最大の幅は、２ｃｍ以
下、好ましくは１ｃｍ以下、更により好ましくは０．５ｃｍ以下である。
【００１４】
・発光パネルは、２つのＯＬＥＤ装置が「オフ」の状態にある場合に、中間の区域と２つ
の発光区域との間に視覚による連続性があるように、中間の区域の被覆を含んでいる。
【００１５】
・２つのＯＬＥＤ装置が「オフ」の状態である場合には、中間の区域と２つの発光区域の
それぞれとの間の輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍは、１０％未満、好ましくは５％未満、
更により好ましくは１％未満である。輝度の相対的な差異は、比率ΔＬ／Ｌｍとして規定
され、ここでΔＬは、与えられた零の強度の設定値についての、２つの区域の間の輝度の
平均の差異であり、そしてＬｍは、その零の強度の設定値についてのそれぞれの発光区域
の平均の輝度である。「オフ」の状態で考慮される平均の輝度は、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊，ｂ
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＊）色座標系で表されるものである。特に、「オフ」の状態では、２つの区域は、部分的
に環境光を再放射する、二次光源として作用する。この（Ｌ，ａ＊，ｂ＊）系は、２つの
二次光源の間の色差を評価するに良く適合する。
【００１６】
・２つのＯＬＥＤ装置が「オフ」の状態にある場合には、中間の区域と２つの発光区域の
それぞれとの間の色差ΔＥは、２未満、好ましくは１未満である。「オフ」の状態では、
２つの区域の間の色差ΔＥは、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊，ｂ＊）色座標系を用いて、下記の式（
１）で規定される。
【００１７】
【数１】

【００１８】
　式中、
　ΔＬは、零の強度の設定値についての、２つの区域の間の輝度の平均の差異である。
　Δａ＊は、この零の強度の設定値についての、２つの区域の間のクロマティクネス指数
ａ＊（colorimetric quantity a*）の差異である。
　Δｂ＊は、この零の強度の設定値についての、２つの区域の間のクロマティクネス指数
ｂ＊の差異である。
【００１９】
・第１の態様では、発光パネルは、支持体、特には内壁または天井の被覆パネルを含み、
その１つの面には、２つのＯＬＥＤ装置が並置されている。
【００２０】
・第２の態様では、発光パネルは、２つの並置された支持体、特には内壁または天井の２
つの被覆パネルを含み、それぞれの支持体は、２つのＯＬＥＤ装置の１つで被覆されてい
る。
【００２１】
・上記の２つの態様では、発光性の接合形成手段は、少なくとも１つのＯＬＥＤ装置の支
持体に固定されていることができる。
【００２２】
・変形として、上記の態様の２番目において、発光パネルが、それぞれが２つのＯＬＥＤ
装置の１つで被覆された２つの並置された支持体を含む場合には、この発光性の接合形成
手段は、骨組み要素に固定されていることができ、ＯＬＥＤ装置支持体の１つもしくはそ
れぞれが、支持構造体に固定されることを可能にする。骨組み要素は、ＯＬＥＤ装置支持
体の後に配置されていてもよく、またはそれは、ＯＬＥＤ装置支持体の前に配置されてい
てもよい。後者の場合には、その骨組み要素は、特にＴ型の異形材（profile）であり、
Ｔ型の異形材の水平の棒は、２つの並置された支持体の薄くされた端部の前面に対して位
置し、一方で、Ｔ型の異形材の垂直の棒は、支持体の後で、発光パネルを支持する支持構
造体に固定されるように、２つの支持体の間を通過する。
【００２３】
・発光性の接合形成手段は、中間の区域に、またはその後ろに配置された、発光細片を含
んでおり、発光細片の「オン」／「オフ」の状態の制御は、２つのＯＬＤ装置のそれと連
動するように連結されている。
【００２４】
・発光性の接合形成手段は、光源によって放射された光を、中間の区域の前方に向けて散
乱させる、散乱手段を含んでいる。
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【００２５】
・光源は、２つのＯＬＥＤ装置の少なくとも１つを含み、散乱手段は、ＯＬＥＤ装置によ
って放射された光の方向を、中間の区域の前方に向けて変える、リダイレクト要素を含ん
でいる。
【００２６】
・リダイレクト要素は、中間の区域の後に位置し、ＯＬＥＤ装置の１つの端部に面してい
る、少なくとも１の光反射表面を含んでいる。この場合には、２つの発光区域の隣接する
端部に垂直に測定された中間の区域の最大の幅は、有利には、２ｍｍ以下、好ましくは１
ｍｍ以下、更により好ましくは０．５ｍｍ以下である。
【００２７】
・反射表面は、ＯＬＥＤ装置の端部に対して、中間の区域の方向に、その端部から更に遠
くなるように、傾斜されている。
【００２８】
・リダイレクト要素は、２つの並置されたＯＬＥＤ装置の２つの隣接する端部の間の中間
の区域の後に置かれたプリズムであり、そのプリズムの第１の反射表面は、２つのＯＬＥ
Ｄ装置の１つの端部に面しており、一方でプリズムの第２の反射表面は、他のＯＬＥＤ装
置の端部に面している。実際には、プリズムのそれぞれの反射表面は、光反射性被覆また
は光を散乱することによって光の方向を変える被覆、例えば、高アルベド、特には８０％
以上を有する白色の被覆、を備えられた表面であってもよい。変形として、プリズムのそ
れぞれの反射表面は、全反射によって光を反射することができ、それは、プリズムの構成
材料の屈折率および表面への光の入射角を調整することによって得ることができる。
【００２９】
・リダイレクト要素は、２つのＯＬＥＤ装置の少なくとも１つの、支持体の機械加工され
た部分であり、この機械加工された部分は、反射表面を形成する。特には、この支持体は
、内壁または天井の被覆パネルであることができ、支持体の機械加工された部分は、次い
で有利には、反射表面を形成するために、光反射被覆または光を散乱することによって光
の方向を変える被覆、例えば、高アルベド、特には８０％以上を備えた白色の被覆、を備
えている。
【００３０】
・光源は、散乱板の端面に連結された外部光源であり、散乱板は、中間区域に、またはそ
の後に配置され、散乱板の主たる面は、外部光源によって放射される光の少なくとも一部
を取り出すことができる、中間の区域の前方に向けられている。
【００３１】
・散乱板は、その主たる面の１つの上に、外部光源によって放射された光を取り出すため
のパターン、特には、中間の区域の領域の全体に亘って均一な輝度を保障するようにスク
リーン印刷された抽出（extracting）パターン、を含んでいる。
【００３２】
　また、本発明は、建築物壁、特には、上記のような発光パネルを含む内壁または天井、
に関する。
【００３３】
　有利には、本発明による建築物壁は、以下の、
－建築物壁、特には壁または天井用の被覆パネル、の少なくとも１つの構造的要素、なら
びに、
－発光パネルの前面を形成し、そして中間の区域によって分離された２つの発光区域を規
定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置、
を含む発光パネルを含んでおり、
それぞれのＯＬＥＤ装置は、建築物壁、特には壁もしくは天井用の被覆パネル、の構造要
素に結合されており、発光パネルは、２つのＯＬＥＤ装置が「オン」の状態にある場合に
、中間の区域と２つの発光区域との間に視覚による連続性を確実にする、発光性の接合形
成手段を更に含んでおり、この発光性の接合形成手段は、発光パネルの後、または前面と
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同一平面に位置している。
【００３４】
　本発明の特徴および利点が、以下の本発明による発光パネルの幾つかの態様の説明から
明らかになり、その説明は、単に例として、そして添付の図面を参照して与えられるもの
である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は、本発明による発光パネルを含む建築物内壁の部分的な前面図である。
【図２】図２は、図１中の線ＩＩ－ＩＩに沿った断面図である。
【図３】図３は、発光パネルの第１の態様についての、図１中の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿っ
たより大きな縮尺の断面図である。
【図４】図４は、第１の態様の変形についての、図３と同様の図である。
【図５】図５は、第１の態様の他の変形についての、図３と同様の図である。
【図６】図６は、発光パネルの第２の態様についての、図３と同様の図である。
【図７】図７は、発光パネルの第３の態様についての、図１中の詳細ＶＩＩのより大きな
縮尺での図である。
【図８】図８は、図７中の線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩに沿った、より大きな縮尺での断面図で
ある。
【図９】図９、１０、１１は、それぞれ図３、４、６と同様の図であり、発光性の接合形
成手段が、ＯＬＥＤ装置の支持体に直接には固定されておらず、しかしながらＯＬＥＤ装
置支持体が、発光パネルを支持する支持構造体に固定されることを可能にする骨組み要素
に固定されている場合を示している。
【図１０】図９、１０、１１は、上記のとおりである。
【図１１】図９、１０、１１は、上記のとおりである。
【図１２】図１２は、図１の発光パネルの変形の前面図である。
【図１３】図１３は、図１２中の線ＸＩＩＩ－ＸＩＩＩに沿った部分的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１～１３は、概略図である。特に、視認性のために、内壁の種々の構成要素について
のそれらの図中に示された相対的な寸法は、厳密に精確ではない。
【００３７】
　図１および２は、取り外し可能な内壁１を示している。内壁１は、底部レール２および
上部レール３を含んでおり、それらは壁を支持する支持構造体１００、垂直柱（示されて
はいない）、および被覆パネル４、例えば、石膏ボード、例えば、BA13石膏ボードと称さ
れるもの、に結合されている。図２から明確に分かるであろうように、被覆パネル４は、
互いに実質的に平行に並んでおり、そして、それぞれが内壁によって境界を定められた空
間Ｅ１およびＥ２の壁として作用する２つのパネル１０および１２を形成するように、壁
の骨組み中に配置されている。
【００３８】
　図１に示されるように、パネル１０の被覆パネル４は、空間Ｅ１に向かって向けられた
それらの面の上部を、ＯＬＥＤ装置５で被覆されている。ＯＬＥＤ装置５は、いずれの種
類でもよく、特に、それらは剛性または可撓性であることができる。それらのＯＬＥＤ装
置は、当業者に知られているいずれかの手段によって電力を供給され、そしてこの供給は
、空間Ｅ１の照明を調整するために、１つもしくは２つ以上のスイッチによって制御する
ことができる。従って、その発光パネル１０によって、内壁１は、空間Ｅ１において、二
重の役割を演じ、壁として、そして照明器具として作用する。
【００３９】
　それぞれのＯＬＥＤ装置５は、対応する被覆パネル４に、いずれかの適切な手段によっ
て、特にはＯＬＥＤ装置５の裏面５Ｂを、パネル４の主たる面４Ａに接着剤で結合するこ
とによって、結合され、この組立体が、発光ボード６を形成する。内壁１が、その取り付
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けられた配置にある場合には、パネル１０の種々の発光ボード６のＯＬＥＤ装置５は、大
きな連続した発光領域を形成するように、並置される。この例では、パネル１０の全ての
ＯＬＥＤ装置５は、特には比色（colorimetric）特性について、同じ光学的性質を有して
おり、そのために、パネル１０の発光領域は、１つのＯＬＥＤ装置５から他のＯＬＥＤ装
置５まで均質である。
【００４０】
　パネルの２つの隣接する発光ボード６の間のそれぞれの接合領域７には、２つの被覆パ
ネルの間の間隙を充填するためのシステムが通常は配置されており、光を放射しない。よ
り正確には、それぞれの接合領域７では、この領域のそれぞれの側に位置する２つのＯＬ
ＥＤ装置５は、発光パネル１０の前面１０Ａを形成し、そして空間Ｅ１の方向に向けられ
たこの前面１０Ａ上に、光を放射しない中間の区域Ｓ７によって分離された２つの発光区
域Ｓ５を規定する。それぞれの中間の区域Ｓ７は、発光区域Ｓ５の隣接する端部に垂直に
測定された、２ｃｍ以下、好ましくは１ｃｍ以下、更により好ましくは０．５ｃｍ以下で
ある、最大の幅ｌ（小文字のＬ）、を有している。
【００４１】
　２つの隣接するＯＬＥＤ装置５が「オン」の状態である場合に、パネル１０に均一の外
観を与えるために、発光性の接合形成手段が、それぞれの中間の区域Ｓ７に与えられる。
それらの接合形成手段は、２つの隣接するＯＬＥＤ装置が「オン」の状態にある場合に、
中間の区域Ｓ７とその側面に位置する２つの発光区域Ｓ５のそれぞれとの間の輝度の相対
的差異ΔＬ／Ｌｍが、１０％未満、好ましくは５％未満、より好ましくは１％未満である
こと、そして中間の区域Ｓ７の座標（ｕ’，ｖ’）が、２つの発光区域Ｓ５のそれぞれの
座標（ｕ’，ｖ’）を中心とするマクアダム楕円の内側にあることを確実にするように、
選択される。
【００４２】
　２つの隣接するＯＬＥＤ装置５が「オフ」の状態にある場合に、均一な外観を備えたパ
ネル１０を提供するために、発光性の接合形成手段もまた、隣接するＯＬＥＤ装置５が「
オフ」の状態にある場合に、中間の区域Ｓ７と２つの発光区域Ｓ５のそれぞれとの間の輝
度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍが、１０％未満、好ましくは５％未満、より好ましくは１％
未満であること、そして中間の区域Ｓ７と２つの発光区域Ｓ５のそれぞれとの色差ΔＥが
２未満、好ましくは１未満であることを確実にするように、選択される。ＯＬＥＤ装置が
「オフ」の状態にある場合には、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍは、中間の区域Ｓ７と２
つの発光区域Ｓ５のそれぞれとの間の反射係数の相対的な差異に対応する。
【００４３】
　更に、パネル１０の前面１０Ａの表面の均一性を低下させないために、発光性の接合形
成手段は、この前面１０Ａの後、またはこの前面１０Ａと同一平面に位置されるように選
択される。
【００４４】
　発光パネル１０の２つのＯＬＥＤ装置５の間の発光性の接合形成手段が、図３～６に示
されている。
【００４５】
　図３に示された第１の態様では、発光性の接合形成手段は、中間の区域Ｓ７の後で、接
合区域７中におかれた反射プリズム８を含んでいる。有利には、パネル１０のそれぞれの
被覆パネル４は、隣接する被覆パネルとの接合部において、薄くされた端部４１を有して
いる。図３から明確に見ることができるように、それぞれの接合領域７では、２つの隣接
するパネル４の薄くされた端部４１は、ＯＬＥＤ装置５の端部５１に対して突き出ている
。プリズム８は、その底面８１を、薄くされた端部４１の上に載せて、ＯＬＥＤ装置５の
端部５１の間に配置されており、それによって、プリズムの第1の反射表面８２は、ＯＬ
ＥＤ装置５の一方の、端部５１に面しており、一方で、プリズムの第２の反射表面８３は
、他のＯＬＥＤ装置５の端部５１に面している。
【００４６】
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　プリズム８のそれぞれの反射表面８２および８３は、中間の区域Ｓ７の方向に、端部か
ら更に離れるように、それが向かい合って置かれているＯＬＥＤ装置の端部５１に対して
、約４５°の角度αで傾斜している。プリズム８は、完全に反射性の材料または、、半反
射性もしくはその表面に光の方向を変える膜を与えられた透明の材料で作ることができる
。プリズム８の高さｈは、プリズム８が、端部５１の間に適合し、一方で、発光パネルの
前面１０Ａの後もしくは同一平面に留まるように調整される。
【００４７】
　この配置によって、プリズム８は、ＯＬＥＤ装置５の端部５１から放射された光が、図
３中の矢印Ｆによって示されるように、中間の区域Ｓ７の前方の方向へ向きを変えられる
ことを可能にする。ＯＬＥＤ装置は、ランベルト発光体であり、すなわち、それらは、空
間の全ての方向に、光を放射する。従って、プリズム８によって中間の区域Ｓ７の前方に
向かって向きを変えられた光の流れは、２つのＯＬＥＤ装置によって、空間の全ての方向
に放射された光に流れに加わり、それによって、２つのＯＬＥＤ装置が「オン」の状態に
ある場合に、中間の区域Ｓ７と２つの発光区域Ｓ５との間の視覚による連続性が確実にさ
れることを可能にする。
【００４８】
　また、この第1の態様では、発光性の接合形成手段は、中間の区域Ｓ７の被覆として、
膜９を含んでおり、この膜は、接合領域７の前方で、そして発光パネル１０の前面１０Ａ
と同一平面に位置している。この膜９は、２つのＯＬＥＤ装置５が「オフ」の状態の場合
に、中間の区域Ｓ７と２つの発光区域Ｓ５との間の視覚による連続性を確実にすることが
意図されており、そして、２つのＯＬＥＤ装置５が「オフ」の状態である場合に、輝度の
相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよび色差ΔＥについての前述の基準に合致するように、選択さ
れる。例としては、２つのＯＬＥＤ装置５の前面が、「オフ」の状態で、半反射性である
場合には、膜９は、半反射性の膜である。また、プリズム８および膜９を含む組立体は、
輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍについての、および２つのＯＬＥＤ装置５の「オン」状態
でのマクアダム楕円から決定される色差についての、前述の基準に合致するように最適化
される。
【００４９】
　図４および５には、図３の態様の２つの変形が示されており、これらの変形では、２つ
の並置されたＯＬＥＤ装置５は、可撓性のＯＬＥＤ装置である。それらの変形では、それ
ぞれの可撓性のＯＬＥＤ装置５は、対応する被覆パネル４の主たる面４Ａの上に広がって
おり、そしてパネル４の薄くされた端部４１の方向に、毎回パネル４の、主たる面４Ａと
薄くされた端部４１とを連結する面４２に沿って、接合区域７中に側方に折り曲げられる
。
【００５０】
　図４中の変形では、プリズム８は、その底面８１を、薄くされた端部４１上に載せて、
面４２に沿って折り曲げられた、ＯＬＥＤ装置５の端部５１の間に位置しており、それに
よって、プリズムの第１の反射表面８２は、ＯＬＥＤ装置５の１つの、曲げられた端部５
１に面するが、一方で、プリズムの第２の反射表面８３は、他のＯＬＥＤ装置５の曲げら
れた端部５１に面している。この配置は、図３における配置よりもよりコンパクトである
。
【００５１】
　図５の変形では、反射プリズム８は、可撓性のＯＬＥＤ装置５を有する２つのパネル４
のそれぞれに機械加工された、機械加工部４４によって置き換えられており、それらの機
械加工部４４はそれぞれ、反射性表面を形成するために、光を反射するか、または散乱す
ることによって光の方向を変える被覆４５、例えば、高アルベド、特には８０％以上、を
有する白色の被覆、を備えられている。それらの被覆４５を備えられた２つの機械加工部
４４は、プリズム８と同様の方法で、ＯＬＥＤ装置５の曲げられた端部５１から放射され
た光を、図５中で矢印Ｆによって示されているように、中間の区域Ｓ７の前方に向かって
方向を変えさせることを可能にする。
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【００５２】
　図６に示された第２の態様では、発光性の接合形成手段は、中間の区域Ｓ７の後に置か
れた発光細片１８を含んでいる。上記と同様の方法で、それぞれの被覆パネル４は、薄く
された端部４１を含んでおり、それは、ＯＬＥＤ装置５の端部５１に対して突き出ており
、そして発光細片１８は、ＯＬＥＤ装置５の端部５１の間に位置している。より正確には
、発光細片１８は、薄い末端部４１に向かって位置している充填ブロック１７の周りに、
Ｕ字形に折り曲げられており、このＵ字の底面を形成する細片１８の部分１８１は、中間
の区域Ｓ７の方向に向けられている。発光細片１８は、例えば、可撓性のＯＬＥＤ装置の
細片または無機の発光細片であることができる。図４に示されているように、発光細片１
８の部分１８１は、中間の区域Ｓ７の全体の幅ｌ（小文字のＬ）に相当する幅を有してい
る。変形として、発光細片１８は、中間の区域Ｓ７の幅ｌ（小文字のＬ）の一部に相当す
る幅を被覆していてよい。好ましくは、発光細片１８は、中間の区域Ｓ７の幅ｌ（小文字
のＬ）の５０％～１００％の範囲を被覆している。
【００５３】
　発光細片１８が、その「オフ」の状態で、ＯＬＥＤ装置５の「オフ」の状態での、輝度
の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよび２つの色差ΔＥについての先述の基準に適合する場合に
は、それは、有利には、発光パネル１０の前面１０Ａと同一平面に位置するように配置さ
れる。更に、発光細片１８は、その「オン」状態では、２つのＯＬＥＤ装置５の「オン」
の状態での、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよびマクアダム楕円から定められる色差に
ついての前述の基準に合致するように選択される。従って、発光細片１８は、中間の区域
Ｓ７と２つの発光区域Ｓ５との間の視覚による連続性が、２つのＯＬＥＤ装置５と発光細
片１８とが「オン」の状態にある場合に、確実にされることを可能にする。有利には、発
光細片１８の「オン」／「オフ」の状態の制御は、発光細片１８が、その側面に位置する
ＯＬＥＤ装置が両方とも作動した場合に、作動するように、２つのＯＬＥＤ装置の「オン
」／「オフ」の状態に連動するように連結されている。
【００５４】
　発光細片１８が、その「オフ」の状態では、２つのＯＬＥＤ装置５の「オフ」の状態で
の、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよび色差ΔＥについての前述の基準に合致しない場
合には、発光性の接合形成手段は、発光細片１８に加えて、中間の区域Ｓ７の被覆を形成
する膜１９を含んでおり、この膜は、図４に示されるように、発光細片１８の前方に、発
光パネル１０の前面１０Ａと同一平面に位置している。発光細片１８および膜１９の積層
は、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよび色差ΔＥについての前述の基準が、２つのＯＬ
ＥＤ装置５および発光細片１８が「オフ」の状態で、適合するように、「オフ」の状態の
中間の区域Ｓ７と発光細片１８の間の視覚による連続性を確実にするように、選択される
。更に、発光細片１８および膜１９の積層は、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよびマク
アダム楕円から定められる色差ΔＥについての前述の基準が、２つのＯＬＥＤ装置５およ
び発光細片１８の両方が「オン」の状態である場合に、適合するように、「オン」の状態
の中間の区域Ｓ７と２つの発光区域Ｓ５の間の視覚による連続性が確実であるように、選
択される。
【００５５】
　図７および８に示された第３の態様では、発光性の接合形成手段は、端面を通して照明
を与えるシステムを含み、散乱板２８を、その細片の端面２８５を通して散乱板２８中に
光を投入することができる外部光源２５と関連付けることによって形成される。上記と同
様に、それぞれの被覆パネル４は、ＯＬＥＤ装置５の端部５１に対して突き出た薄くされ
た端部４１を含んでいる。散乱板２８は、ＯＬＥＤ装置５の端面５１と接触するように位
置付けられ、その裏面２８１を薄くされた端面４１に面するように置かれる。散乱板２８
の前面２８３は、外部光源２５によって放射された光の少なくとも一部を取り出すことが
できる。この目的を達成するために、散乱板２８は、その裏面２８１上に、光を引き出す
パターンを含んでいる。例として、外部光源２５は、発光ダイオード（ＯＬＥＤ）であり
、そして散乱板２８は、透明板であり、ガラスもしくは有機ポリマーで作られており、そ
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の面の１つは、抽出（extraction）の勾配を形成する一連のスクリーン印刷された点を含
んでおり、それが接合領域７に沿った均一な光の抽出を確実にする。
【００５６】
　上記と同様の方法で、発光性の接合形成手段はまた、中間の区域Ｓ７の被覆を形成する
膜２９を含み、その膜は、散乱板２８の前に、発光パネル１０の前面１０Ａと同一平面に
配置される。散乱板２８および膜２９の積層は、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよび色
差ΔＥについての先述の基準に、２つのＯＬＥＤ装置５および外部光源２５が「オフ」の
状態である場合に、適合するように、「オフ」の状態での、中間の区域Ｓ７と２つの発光
区域Ｓ５との間の視覚による連続性を確実にするように、選択される。更に、散乱板２８
と膜２９との積層は、輝度の相対的な差異ΔＬ／Ｌｍおよびマクアダム楕円から定められ
る色差についての前述の基準に、２つのＯＬＥＤ装置５と外部光源２５の両方が「オン」
の状態にある場合に、合致するように、「オン」の状態での、中間の区域Ｓ７と２つの発
光区域Ｓ５との間の視覚による連続性を確実にするように、選択される。有利には、外部
源２５の「オン」／「オフ」の状態の制御は、２つのＯＬＥＤ装置のそれと連動するよう
に連結され、それによって外部光源２５は、散乱板２８の側面にあるＯＬＥＤ装置がとも
に作動している場合にのみ、作動される。
【００５７】
　図９、１０および１１には、それぞれ図３、４および６の態様の変形が示されており、
それらの変形では発光性の接合形成手段は、ＯＬＥＤ装置５を支持する被覆パネル４に直
接ではないが、骨組み要素に固定されており、このことが、被覆パネル４が、発光パネル
を支持する支持構造体１００に固定されることを可能にする。より正確には、それぞれの
図９、１０および１１では、２つの並置された被覆パネル４は、Ｔ型の断面を備えた、骨
組要素として作用する、異形材（profile）２０によって支持構造体１００に結合されて
いる。そのようなＴ型の異形材での配置は、支持構造体に天井タイルを固定するのに、従
来用いられている。図９～１１から明確に見ることができるように、Ｔ型の異形材２０の
水平の棒２１は、２つの並置された被覆パネル４の薄い端部４１の前面を支えるが、一方
で、Ｔ型の異形材２０の垂直の棒２２は、被覆パネル４の後ろで、支持構造体１００に結
合されるように、２つの被覆パネル４の間を通過する。
【００５８】
　発光性の接合形成手段は、次いでＴ型の異形材２０の水平棒２１の前方に配置され、そ
してこの棒に固定されることができる。特に、図９および１０では、プリズム８は、その
底面８１をＴ型の異形材２０の水平棒２１上に載せて、配置され、それによってプリズム
の第１の反射表面８２が、ＯＬＥＤ装置５の１つの、端部５１に面するが、一方で、プリ
ズムの第２の反射表面８３は、他のＯＬＥＤ装置５の端部５１に面する。図１１では、発
光細片１８が、Ｔ型の異形材２０の水平棒２１を支えるように配置された充填ブロック１
７の周りに、Ｕ字に折り曲げられる。
【００５９】
　勿論のこと、Ｔ型の異形材はまた、図８に示された発光性の接合形成手段とともに用い
ることができ、この手段は、端面を通して照明を与えるためのシステムを含み、散乱板２
８が、次いでＯＬＥＤ装置５の端部５１に、そして、その裏面を、Ｔ型の異形材の水平棒
２１に面するように、接触している。
【００６０】
　上記の態様から明らかなように、本発明による発光パネルは、２つの別箇の並置された
ＯＬＥＤ装置の間の接合部でさえも、「オン」の状態および「オフ」の状態の両方で、そ
の外観が均一である、大きな発光面積を得ることを可能にする。非常に有利な方法では、
本発明による発光パネルは、建築物壁の慣用の骨組みシステム、特には内壁または天井の
ための骨組みシステム、に容易に組み込むことができ、それによって照明機能を与える建
築物壁を形成することを特に容易にさせる。
【００６１】
　本発明は、記載し、そして示した態様に限定はされない。特には、本発明による発光パ
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ネルのこの、もしくはそれぞれのＯＬＥＤ装置支持体は、石膏ボード以外の支持体である
ことができる。建築物壁に組み込むことができるいずれかの支持体を、本発明に関連して
用いることができ、例えば、限定するものではない例として、ガラスウールシート、メラ
ミンパネル、チップボードパネル、天然木材で作られたパネル、金属板が挙げられる。特
には、発光パネルが、複数の互いに並置されたＯＬＥＤ装置支持体を含む場合には、それ
らの支持体は、全てが同じ性質を有することができ、またはそれらは、異なる性質を有す
ることができる。従って、図１の態様では、発光パネル１０は、並置された石膏ボードの
代わりに、異なる性質の並置されたボード、例えば、木製のボードと並置された石膏ボー
ド、を含むことができる。
【００６２】
　また、発光パネルのそれぞれの中間の区域の被覆は、この被覆は、ＯＬＥＤ装置が「オ
フ」の状態である場合に、パネルの視覚による連続性を確実にするものであるが、いずれ
かの種類、特には、上記の例におけるように、発光要素の前方に加えられたフィルム、ま
たは更には、発光要素上に堆積された薄膜、であることができる。用語「発光要素」は、
ここでは、一次光源または二次光源として光を放射する、発光性の接合形成要素、すなわ
ち、前述の例における、プリズム８、発光細片１８および散乱板２８、を意味すると理解
される。
【００６３】
　更には、上記の態様では、それぞれの発光ボード６は、支持体を、単一のＯＬＥＤ装置
で被覆することによって得られ、２つのＯＬＥＤ装置５の間の接合領域７は、毎回、２つ
の並置された発光パネル６の間の接合部に対応する。変形として、そして特には、発光ボ
ード上の所望の照明面積が、利用可能なＯＬＥＤ装置の大きさを上回る場合には、発光ボ
ードは、複数の並置されたＯＬＥＤ装置で、支持体を被覆することによって得ることがで
きる。この場合が、図１２および１３に示されており、これらは、発光ボード６’を組み
立てることによって得られた発光パネル１０’を示しており、それぞれの発光ボード６’
は、その主たる面の１つの上部を、グリッドを形成する、複数の剛性もしくは可撓性のＯ
ＬＥＤ装置５’で被覆された、被覆パネル４’を含んでいる。それらの発光ボード６’が
並置することによって得られた発光パネル１０’は、２つの並置された発光ボード６’の
間のそれぞれの接合領域７だけではなく、パネル４’のそれぞれの上に並置された２つの
ＯＬＥＤ装置５’の間のそれぞれの接合領域７’においても、視覚による不連続性を示す
。接合領域７の視覚による連続性を確実にするための、図３～８を参照して上記されたよ
うな発光性の接合形成手段は、接合領域７’においてもまた、視覚による連続性を確実に
するために用いることができる。
【００６４】
　最後に、本発明を、取り外し可能な内層壁の骨組みの場合について、図１および２に示
した。しかしながら、本発明はまた、他の種類の骨組みにも適用される。特には、本発明
にる発光パネルはまた、天井を製造するのに用いることができ、パネルは、更に通常は、
床の下に作られた構造体に結合される。被覆パネルは、この場合には天井タイルと称され
るが、特には、図９～１１に示された、Ｔ型の異形材による方法によって、構造体に結合
することができる。
【実施例】
【００６５】
例１（比較例）
　２つのＯＬＥＤ装置５は、２つの並置された石膏ボード支持体上に配置された、Philip
sの、２つの矩形の「Lumiblade Tall White」部材である。「オフ」の状態では、それぞ
れのＯＬＥＤ装置５は、鏡のように見える。２つのＯＬＥＤ装置５の間の中間の区域Ｓ７

は、１２ｍｍの幅ｌ（小文字のＬ）および４８ｍｍの長さＬを有している。実験部材の電
力供給条件の下で、それぞれのＯＬＥＤ装置５の平均輝度は、Ｌｍ＝７５０ｃｄ／ｍ２で
ある。
【００６６】



(14) JP 2018-88416 A 2018.6.7

10

20

30

40

　２つのＯＬＥＤ装置５の間の接合領域７に、発光性の接合体は加えられていない。
【００６７】
　この例では、中間の区域Ｓ７は、２つの発光区域Ｓ５の間で、不連続な区域であり、こ
の不連続性は、２つのＯＬＥＤ装置５が「オフ」の状態である場合および、それらが「オ
ン」の状態である場合の両方で、色は黒色であり、そして非常に明確に知覚できる。
【００６８】
例２
　２つのＯＬＥＤ装置５は、２つの並置された石膏ボード支持体上に配置された、Philip
sの、２つの矩形の「Lumiblade Tall White」部材である。「オフ」の状態では、それぞ
れのＯＬＥＤ装置５は、鏡のように見える。この用途の審美的な要求に適合するように、
ＯＬＥＤ装置５および接合領域７は、3Mの「Scotchtal」型から選ばれた標準の透明フィ
ルムで被覆される。２つのＯＬＥＤ装置の間の中間の区域Ｓ７は、７ｍｍの幅ｌ（小文字
のＬ）および４８ｍｍの長さＬを有している。実験部材の電力供給条件の下で、それぞれ
のＯＬＥＤ装置５の平均輝度は、Ｌｍ＝７５０ｃｄ／ｍ２である。
【００６９】
　透明の材料で作られたプリズム８が、3MのＯＬＦ（光学的照明フィルム）型の光リダイ
レクトフィルムをその表面に与えられていて、図３に示されているように、２つのＯＬＥ
Ｄ装置５の間の接合領域７に配置されている。プリズム８は、４ｍｍの高さｈを有してい
る。
【００７０】
例３
　２つのＯＬＥＤ装置５は、２つの並置された石膏ボード支持体上に配置された、Philip
sの、２つの矩形の「Lumiblade Tall White」部材である。「オフ」の状態では、それぞ
れのＯＬＥＤ装置５は、鏡のように見える。２つのＯＬＥＤ装置５の間の中間の区域Ｓ７

は、１２ｍｍの幅ｌ（小文字のＬ）および４８ｍｍの長さＬを有している。実験部材の電
力供給条件の下で、それぞれのＯＬＥＤ装置５の平均輝度は、Ｌｍ＝７５０ｃｄ／ｍ２で
ある。
【００７１】
　図８に示されているように、端面を通して照明を与えるためのシステムが、中間の区域
Ｓ７の後ろに配置され、このシステムは、
　・Saint-Gobain Glassの、透明の「Planilux」透明ガラスから作られた２ｍｍ厚の散乱
プレート２８であって、その裏面２８１上にスクリーン印刷され、抽出勾配（extraction
 gradient）を形成するパターンを有している、散乱プレート２８、および、
　・散乱プレート２８の端面２８５に連結された、２７００Ｋ Rebelの色温度を有するPh
ilipsの「Luxeon Rebel」ＬＥＤ２５、
を含んでいる。
【００７２】
　Mylarで作られた半反射性層２９によって形成されたフィルムが、図８に示されている
ように、接合領域７の前方に、２つのＯＬＥＤ装置５の前面と同一平面に配置される。
【００７３】
　ＬＥＤ２８の電力供給特性の選択は、照明に関して視覚による連続性を確実にするよう
に、散乱プレートの吸収性および透過性に相関する。特には、この例では、ＬＥＤ２５は
、２．８Ｖの電圧で、３５０ｍＡの電流が供給される。
【００７４】
　例１～３の照明パネルの光学的特徴が、下記の表１に与えられている。
【００７５】
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【表１】

【００７６】
　表１中の量は、以下の方法で測定した：
　「オン」の状態：測定は、LC Lumicam 1300-202ビデオ光電色沢計（photocolorimeter
）を用いて行った。ＯＬＥＤ装置５は、カメラから０．５ｍｍ離れた距離に置いた。用い
た対物レンズは、２８ｍｍ対物レンズであり、絞りの開口は２．８である。測定された輝
度の値は、部材の平面に垂直な軸に沿った値に相当する。
【００７７】
　「オフ」の状態：Ｌ、ａ＊およびｂ＊の値は、Minolta CM-2700d分光計を用いて、法線
入射で測定した。
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月2日(2018.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　「オフ」の状態：Ｌ、ａ＊およびｂ＊の値は、Minolta CM-2700d分光計を用いて、法線
入射で測定した。
　本発明の態様としては、以下を挙げることができる：
《態様１》
　発光パネルの前面（１０Ａ）を形成し、かつ中間の区域（Ｓ７）によって分離された２
つの発光区域（Ｓ５）を規定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５，５’
）を含んでなる発光パネルであって、該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状
態である場合に、該中間の区域（Ｓ７）および該２つの発光区域（Ｓ５）の間の視覚によ
る連続性を確実にする発光性の接合形成手段（８，９；１８，１９；２５，２８，２９）
を含み、該発光性の接合形成手段が、該発光パネル（１０）の該前面（１０Ａ）の後ろも
しくは同一平面に配置された、発光パネル。
《態様２》
　それぞれのＯＬＥＤ装置（５，５’）が、建築物壁の構造的要素、特には、壁または天
井（４，４’）の被覆パネルに結合されている、態様１記載の発光パネル。
《態様３》
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ｕ’、ｖ’）
色座標系で表された輝度の相対的な差異（ΔＬ／Ｌｍ）が１０％未満、好ましくは５%未
満、更に好ましくは１％未満である、態様１または２記載の発光パネル。
《態様４》
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）の（ｕ’，ｖ’）色座標が、前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれの（ｕ’，
ｖ’）色座標を中心とするマクアダム楕円の内側にある、態様１～３のいずれか１つに記
載の発光パネル。
《態様５》
　前記中間の区域（Ｓ７）が、前記発光区域（Ｓ５）の隣接する端部（５１）に垂直に測
定した、２ｃｍ以下、好ましくは１ｃｍ以下、更により好ましくは０．５ｃｍ以下の最大
幅（ｌ）（小文字のＬ）を有する、態様１～４のいずれか１つに記載の発光パネル。
《態様６》
　前記発光パネルが、前記中間の区域（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）との間に、
前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態である場合に、視覚による連続性
が存在するように、該中間の区域（Ｓ７）の被覆（９，１９，２９）を含む、態様１～５
のいずれか１つに記載の発光パネル。
《態様７》
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態にある場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊、ｂ＊）
色座標系で表された輝度の相対的な差異（ΔＬ／Ｌｍ）が１０％未満、好ましくは５%未
満、更に好ましくは１％未満である、態様１～６のいずれか１つに記載の発光パネル。
《態様８》
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態にある場合に、中間の区域（Ｓ

７）と２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊、ｂ＊）色座標系
で表された色差（ΔＥ）が２未満、好ましくは１未満である、態様１～７のいずれか１つ
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に記載の発光パネル。
《態様９》
　前記発光パネルが、支持体（４’）、特には、内壁または天井の被覆パネルを含み、前
記２つのＯＬＥＤ装置（５’）が、該支持体の１つの面（４Ａ）上に並置されている、態
様１～８のいずれか１つに記載の発光パネル。
《態様１０》
　前記発光パネルが、２つの並置された支持体（４）、特には、内壁もしくは天井の２つ
の被覆パネルを含み、それぞれの支持体が、前記２つのＯＬＥＤ装置（５）の１つで被覆
されている、態様１～９のいずれか１つに記載の発光パネル。
《態様１１》
　前記発光性の接合形成手段が、骨組み要素（２０）に固定され、ＯＬＥＤ装置支持体（
４）の１つもしくはそれぞれを、支持構造体（１００）に固定せしめる、態様１０記載の
発光パネル。
《態様１２》
　前記発光性の接合形成手段が、前記中間の区域（Ｓ７）中に、または前記中間の区域（
Ｓ７）の後ろに配置された、発光細片（１８）を含む、態様１～１１のいずれか１つに記
載の発光パネル。
《態様１３》
　前記発光性の接合形成手段が、光源（５、２５）によって放射された光を、前記中間の
区域（Ｓ７）の前方に向けて散乱するための、散乱手段（８，２８）を含む、態様１～１
１のいずれか１つに記載の発光パネル。
《態様１４》
　前記光源が、前記２つのＯＬＥＤ装置（５）の少なくとも一方、該ＯＬＥＤ装置（５）
によって放射された光を、前記中間の区域（Ｓ７）の前方に向かって、方向を変えるため
のリダイレクト要素（８，４４）を含む散乱手段、を含む、態様１３記載の発光パネル。
《態様１５》
　前記リダイレクト要素（８，４４）が、前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに、前記ＯＬＥ
Ｄ装置（５）の１つの端部（５１）に面して、配置されている少なくとも１つの反射表面
（８２，８３）を含む、態様１４記載の発光パネル。
《態様１６》
　前記リダイレクト要素（８）が、前記２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５）の２つの隣
接する端部（５１）の間の前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに配置されたプリズムであり、
該プリズムの第１の反射表面（８２）が、前記ＯＬＥＤ装置の一方の、端部（５１）に面
しており、一方で、前記プリズムの第２の反射表面（８３）が、前記ＯＬＥＤ装置の他方
の、端部（５１）に面している、態様１５記載の発光パネル。
《態様１７》
　前記リダイレクト要素が、前記２つのＯＬＥＤ装置（５）の少なくとも一方の支持体（
４）の機械加工された部分（４４）であり、該機械加工された部分（４４）が、前記反射
表面を形成する、態様１５記載の発光パネル。
《態様１８》
　前記光源が、散乱板（２８）の端面に連結された外部光源（２５）であり、該散乱板（
２８）が、前記中間の区域（Ｓ７）の中もしくは前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに配置さ
れており、前記中間の区域の前方に向いている該散乱板の主たる面（２８３）が、前記外
部光源（２５）によって放射された光の少なくとも一部を透過することができる、態様１
３記載の発光パネル。
《態様１９》
　前記散乱板（２８）が、その主たる面の１つ（２８３）に、前記外部光源（２５）によ
って放射された光を抽出するためのパターン、特には、スクリーン印刷された抽出パター
ンを含む、態様１８記載の発光パネル。
《態様２０》
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　態様１～１９のいずれか１つに記載の発光パネルを含んでなる、建築物壁、特には内壁
もしくは天井。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光パネルの前面（１０Ａ）を形成し、かつ中間の区域（Ｓ７）によって分離された２
つの発光区域（Ｓ５）を規定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５，５’
）、ならびに、
　該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、該中間の区域（Ｓ

７）および該２つの発光区域（Ｓ５）の間の視覚による連続性を確実にする発光性の接合
形成手段（８，９；１８，１９；２５，２８，２９）、該発光性の接合形成手段は、該発
光パネル（１０）の該前面（１０Ａ）の後ろもしくは同一平面に配置されている、
を含んでなる発光パネルであって、
　前記発光性の接合形成手段が、前記２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５）の２つの隣接
する端部（５１）の間の前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに配置されたリダイレクトプリズ
ム（８）を含み、該プリズムの第１の反射表面（８２）が、前記２つのＯＬＥＤ装置の一
方の、端部（５１）に面しており、前記プリズムの第２の反射表面（８３）が、前記ＯＬ
ＥＤ装置の他方の、端部（５１）に面していて、前記２つのＯＬＥＤ装置の少なくとも一
方によって放射された光を、前記中間の区域（Ｓ７）の前方に向かって、方向を変える、
発光パネル。
【請求項２】
　それぞれのＯＬＥＤ装置（５，５’）が、建築物壁の構造的要素に結合されている、請
求項１記載の発光パネル。
【請求項３】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ｕ’、ｖ’）
色座標系で表された輝度の相対的な差異（ΔＬ／Ｌｍ）が１０％未満である、請求項１記
載の発光パネル。
【請求項４】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）の（ｕ’，ｖ’）色座標が、前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれの（ｕ’，
ｖ’）色座標を中心とするマクアダム楕円の内側にある、請求項１記載の発光パネル。
【請求項５】
　前記中間の区域（Ｓ７）が、前記発光区域（Ｓ５）の隣接する端部（５１）に垂直に測
定した、２ｃｍ以下の最大幅（ｌ）（小文字のＬ）を有する、請求項１記載の発光パネル
。
【請求項６】
　前記発光パネルが、前記中間の区域（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）との間に、
前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態である場合に、視覚による連続性
が存在するように、該中間の区域（Ｓ７）の被覆（９，１９，２９）を更に含む、請求項
１記載の発光パネル。
【請求項７】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態にある場合に、前記中間の区域
（Ｓ７）と前記２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊、ｂ＊）
色座標系で表された輝度の相対的な差異（ΔＬ／Ｌｍ）が１０％未満である、請求項１記
載の発光パネル。
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【請求項８】
　前記２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オフ」の状態にある場合に、中間の区域（Ｓ

７）と２つの発光区域（Ｓ５）のそれぞれとの間の、ＣＩＥ（Ｌ，ａ＊、ｂ＊）色座標系
で表された色差（ΔＥ）が２未満である、請求項１記載の発光パネル。
【請求項９】
　前記発光パネルが、支持体（４’）を含み、前記２つのＯＬＥＤ装置（５’）が、該支
持体の１つの面（４Ａ）上に並置されている、請求項１記載の発光パネル。
【請求項１０】
　前記発光パネルが、２つの並置された支持体（４）を含み、それぞれの支持体が、前記
２つのＯＬＥＤ装置（５）の１つで被覆されている、請求項１記載の発光パネル。
【請求項１１】
　前記発光性の接合形成手段が、骨組み要素（２０）に固定され、ＯＬＥＤ装置支持体（
４）の１つもしくはそれぞれを、支持構造体（１００）に固定せしめる、請求項１０記載
の発光パネル。
【請求項１２】
　発光パネルの前面（１０Ａ）を形成し、かつ中間の区域（Ｓ７）によって分離された２
つの発光区域（Ｓ５）を規定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５，５’
）、ならびに、
　該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、該中間の区域（Ｓ

７）および該２つの発光区域（Ｓ５）の間の視覚による連続性を確実にする発光性の接合
形成手段、該発光性の接合形成手段は、該発光パネル（１０）の該前面（１０Ａ）の後ろ
もしくは同一平面に配置されている、
を含んでなる発光パネルであって、
　前記発光性の接合形成手段が、前記中間の区域（Ｓ７）中に、または前記中間の区域（
Ｓ７）の後ろに配置された、発光細片（１８）を含む、発光パネル。
【請求項１３】
　発光パネルの前面（１０Ａ）を形成し、かつ中間の区域（Ｓ７）によって分離された２
つの発光区域（Ｓ５）を規定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５，５’
）、該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）は、少なくとも１つの支持体（４，４’）上に支
持されている、ならびに、
　該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、該中間の区域（Ｓ

７）および該２つの発光区域（Ｓ５）の間の視覚による連続性を確実にする発光性の接合
形成手段、該発光性の接合形成手段は、該発光パネル（１０）の該前面（１０Ａ）の後ろ
もしくは同一平面に配置されている、
を含んでなる発光パネルであって、
　該発光性の接合形成手段は、該２つのＯＬＥＤ装置（５）の少なくとも一方を支持する
少なくとも一方の支持体の、支持体（４）の機械加工された部分（４４）を含み、該機械
加工された部分は、該２つのＯＬＥＤ装置の後ろで該支持体の薄くなった部分をもたらし
、該支持体の該機械加工された部分は、該中間の区域（Ｓ７）の後ろに、該ＯＬＥＤ装置
（５）の少なくとも一方の１つの端部（５１）に面して配置された反射表面を形成して、
該ＯＬＥＤ装置によって放射された光を該中間の区域（Ｓ７）の前方に向かって向きを変
える、
発光パネル。
【請求項１４】
　発光パネルの前面（１０Ａ）を形成し、かつ中間の区域（Ｓ７）によって分離された２
つの発光区域（Ｓ５）を規定する、少なくとも２つの並置されたＯＬＥＤ装置（５，５’
）、ならびに、
　該２つのＯＬＥＤ装置（５，５’）が「オン」の状態である場合に、該中間の区域（Ｓ

７）および該２つの発光区域（Ｓ５）の間の視覚による連続性を確実にする発光性の接合
形成手段、該発光性の接合形成手段は、該発光パネル（１０）の該前面（１０Ａ）の後ろ
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もしくは同一平面に配置されている、
を含んでなる発光パネルであって、
　前記発光性の接合形成手段が、光源（２５）によって放射された光を、前記中間の区域
（Ｓ７）の前方へと散乱するための散乱手段（２８）を含み、
　前記光源が、散乱板（２８）の端面に連結された外部光源（２５）であり、該散乱板（
２８）が、前記中間の区域（Ｓ７）の中もしくは前記中間の区域（Ｓ７）の後ろに配置さ
れており、前記中間の区域の前方に向いている該散乱板の主たる面（２８３）が、前記外
部光源（２５）によって放射された光の少なくとも一部を透過するように構成されている
、
発光パネル。
【請求項１５】
　前記散乱板（２８）が、その主たる面の１つ（２８１）に、前記外部光源（２５）によ
って放射された光を抽出するためのパターンを含む、請求項１４記載の発光パネル。
【請求項１６】
　請求項１記載の発光パネルを含んでなる、建築物壁。
【請求項１７】
　前記骨組み要素が、支持構造体に固定される支持体の間に延在するＴ型の異形材を有す
る、請求項１１記載の発光パネル。
【請求項１８】
　前記２つのＯＬＥＤ装置が、支持体によってそれぞれ支持されており、そして前記発光
性の接合形成手段が、骨組み要素に固定されて、該支持体を支持構造体に固定せしめる、
請求項１２記載の発光パネル。
【請求項１９】
　前記２つのＯＬＥＤ装置が、前記支持体の薄くされた部分に沿って折り曲げられた、請
求項１３記載の発光パネル。
【請求項２０】
　前記散乱板上の前記パターンが、スクリーン印刷された抽出パターンである、請求項１
５記載の発光パネル。
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